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遠隔透析支援実施体制に向けた取り組み

＜事業概要＞

昨今の地域医療の実情として医師不足・偏在化が叫ばれているなか、今後地方の

病院が独自に専門医を確保したり、大学医局等から専門医を派遣受けることがます

ます困難と想定される。そのため、医師確保の有利さと医療需要の規模が大きい都

市の基幹病院に専門医を集約し、地方には医療ＤＸを活用して非専門医（総合診療

医等）を支援することで、地域医療機能の維持を担保することが現実的と思われる。

特に透析実施可能な医療機関は圏域で三院（士別市立病院、名寄市立総合病院、

名寄三愛病院）に限られ、圏域における人口 10 万人当たりの医師数は全国・全道

平均を下回ることや高齢化する透析医の状況などから、対応急務と認識している。

＜活用手法＞

旭川医科大学の透析専門医師が、現地に赴くことなく士別市立病院の電子カルテ

及び透析システムを閲覧し、非専門医である士別市立病院の医師に透析診療に関す

る助言等を行う。またタブレット等での TV 会議方式で、双方の医師での協議や患

者状況をモニターすることも可能。

なお、事業開始時点では士別市立病院のみが開示医療機関だが、将来的に名寄市

立総合病院も加わることで、医療資源の乏しい地域における持続的な透析診療体制

確保の一つの手法として展望しており、今後の拡充に向け、圏域内の医療機関に対

し事業内容を周知するとともに、透析診療を支援する閲覧医療機関である旭川医科

大学へ協力を要請していく。

＜事業費等＞

・構築費 4,336,000 円

・令和７年度地域医療情報連携ネットワーク構築事業（道・補助率 1/2）活用

・令和８年度稼働開始予定
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